
刈谷市施策評価シート(①基本施策推進状況)
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●市政に対する市民の評価

施策の内容（小施策）

%

人

人 77

市民の暮らし

名称 単位
実績値

25年 26年 27年

文化財の保護活動や伝承活動が活発に行われています。

歴史の小径の整備が進み、歴史にふれる環境が整備されています。

城下町の雰囲気が感じられるまちになっています。

歴史博物館が整備され、歴史や文化財にふれることができます。

目標指標達成状況

まちの状態

目標値

27年 32年

― 41

施策責任者

とりまとめ課

基本施策 26 
市民活動部長

26１ 文化観光課刈谷城址の整備

歴史・文化財

関係課

74

26２

26３

26４

歴史博物館の整備

文化財の保護・伝承・活用

歴史の啓発
めざす姿（生活像）が下記のどの目標
指標と関連しているか表示しています

めざす姿　（生活像）

〔4〕

〔5〕

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

関連する施策の内容（小施策）

ガイドボランティア数

◎ 活動

関連する施策の内容（小施策）

― ―

70

〔2〕

●

活動

成果

―

〔1〕 関連する施策の内容（小施策）

刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合

歴史博物館の来館者数

関連する施策の内容（小施策）

37.8
(24年)

〔6〕

〔3〕

46

― 30,000 35,000

7570

37.9

【注】 ◎…最終目標達成、○…中間目標達成、●…未達成だが上昇傾向、△…未達成で下降傾向 
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刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 成果 人

〔2〕 ○ 成果 ％

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

成　果

施設名

― 安祥城址公園

刈谷市

亀城公園

高浜市知立市

比較項目

西尾市 ―

― ―

単位城跡公園の整備

― 75.8

―

目標値実績値

76.2
(24年)

予算／基本施策内での割合 165,901 52.2% 44,255 15.1%

決算／基本施策内での割合 164,877 62.8% 44,190 26.0%

68,670 27.2%

公園緑地課担当課

関係課

27年度 28年度

文化観光課

現状分析と課題

刈谷城址の整備26１

事業費　（千円）／（％） 26年度

施策の内容（小施策）

碧南市 安城市

45,510

単位

備　考 城址の有無、規模、状態などにより整備の方法は異なるため、比較は困難である

西尾市歴史公園

名称

桜まつりの来場者数

刈谷市に誇りや愛着を感じていると思う市民の割合

32年

55,000

80

47,200 70,350

26年 27年25年

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

亀城公園の整備とともに隅櫓や城門、
石垣などの復元を推進 

現状分析 課題の整理 

刈谷の魅力発信事業  

亀城公園再整備事業  

・第一工区 

 桜の樹勢回復 

 園路広場等を整備 

 

・第二工区 

 発掘調査を実施（約2,860㎡） 

 歴史的建造物等の基本設計を実施 

◆本市に残されている歴史的な文化財を後世に継承するため、
歴史文化に関するＰＲを行っている。 

○今後、亀城公園再整備にあわせた隅櫓
や城門、石垣などの復元に向けて、一層
ＰＲを行っていく必要がある。 

◆市内で最も古い亀城公園を、桜の名所としての再整備を
行った結果、桜まつりの来園者数が増加している。 

・刈谷城築城盛上げ隊出演回数 
39回 

・歴史ガイドブックの作製 

・ＰＲ用物品の作製、活用 

・ＰＲブースの出展（ブース出展回
数 7回） 

・刈谷市史跡めぐりの開催（参加者
数 34人） 

・偉人伝再生機の設置（4箇所） 

・水野家ゆかりのまち交流 

（福山市、新宮市、結城市、岡崎市 
各１回） 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ○ 活動 回

〔2〕 ◎ 成果 ―

〔3〕

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

備　考

成　果

現状分析と課題

―

× ○ ○ ○ × ○

比較項目 登録博物館の整備状況 単位 ―

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

歴史博物館の整備状況 ― 基本設計 完了→実施設計 開館

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

100,660 39.9%

決算／基本施策内での割合 32,027 12.2% 59,507 35.0% ―

予算／基本施策内での割合 61,526 19.4% 163,346 55.8%

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

施策の内容（小施策） 26２ 歴史博物館の整備
担当課 文化観光課

関係課

有識者や関係団体からなる委員会の開催数 1 2 1 0

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

歴史博物館建設によって文化財の散
逸防止や保存・活用を図るとともに、
市の歴史文化の発信拠点化を推進 

歴史博物館における万燈祭や奴のね
りなどの無形民俗文化財の体験機会
の提供 

郷土資料館における民俗に関する資
料保存・展示と歴史博物館との連携
充実 

現状分析 課題の整理 

歴史博物館建設事業  

◆建物実施設計・展示実施設計は、指名競争入札で設計業
者を選定することで、コストを節減しつつ最適な業者を選
定することができている。 

○重要文化財の公開承認施設を目指して
いくため文化庁へヒアリングを続けてい
くほか、機能性・コストに配慮した建物
工事を行う必要がある。 

○開館後の展覧会・イベントなどの事業
について企画検討を行う必要がある。 

◆魅力ある施設を目指していくため文化庁へヒアリングを
行ったほか、歴史博物館建設委員会において有識者・関係
団体へのヒアリングを適宜実施し、設計に生かしている。 

・建物基本設計の作成 

 （繰越） 

・建物実施設計の作成 

・展示実施設計の作成 

・予定地ボーリング調査の実施 

・刈谷市歴史博物館建設委員会
の開催（1回） 

・文化庁へヒアリング 

（２回） 

・月3回イベント実施 

・はた織り体験の土日祝日の常時実施 

・はた織り体験講座、親子はた織り教
室実施 

・市内小学３年生の体験学習の実施 

 

・建物１階床下の白蟻駆除 

一般事務費事業（郷土資料館） 

 

 

 

 

施設管理事業（郷土資料館） 



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 ◎ 活動 人

〔2〕 ○ 活動 人

〔3〕 ◎ 活動 人

〔4〕

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

備　考 国/県/市の順で表記

成　果

現状分析と課題

―

1/11/81 3/4/48 6/12/204 10/47/164 2/10/86 0/2/29

比較項目 指定文化財件数 単位 件

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

小堤西池カキツバタ群落開花時期見学者数 7,390 14,478 7,628 8,000

史跡めぐり参加者数（1回あたり） 70 65 77 80

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

62,359 24.7%

決算／基本施策内での割合 45,715 17.4% 53,038 31.2% ―

予算／基本施策内での割合 60,223 18.9% 70,844 24.2%

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

施策の内容（小施策） 26３ 文化財の保護・伝承・活用
担当課 文化観光課

関係課

国指定文化財保護増殖事業ボランティア参加者数 149 199 209 200

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

無形民俗文化財保存団体活動や後継
者育成に対する支援、伝統文化の継
承 

・椎の木屋敷跡他史跡管理委託実施 

・史跡の樹木剪定委託実施 

・歴史の小径増刷 

・全国史跡整備市町村協議会参加 

国指定天然記念物（カキツバタ群
落）の保存管理計画に基づく管理と、
市民との協力による保護活動の推進 

現状分析 課題の整理 

文化財保存管理事業  

国指定文化財保護増殖事業  

・保存対策調査委員会開催 2回 

・調査委員による調査の実施 

・水質調査 月1回 

・除草、竹伐採作業、清掃作業 6日間 

・ナラ枯れ被害木等処理 被害木15本 

・開花時期における自然見学会の開催 

民俗芸能啓発事業 

万燈祭開催補助事業 

・野田雨乞笠おどりの国民文化祭
出演に要する経費を補助 

・刈谷万燈保存会の祭り開催に要す
る経費を補助 

◆カキツバタ開花期には、以前に比べ開花エリアに広がり
が出て、花の数も増えてきたと来場者より評価を得ている。 

○文化財の啓発と周知を図るため、「歴
史の小径」等パンフレットを更に活用す
るとともに、ガイドボランティアとの連
携を活発化させていく必要がある。 

○平成２９年度改定予定の「小堤西池カ
キツバタ群落保存管理計画」では、ナラ
枯れへの対応など、１０年間の状況変化
を計画に反映させる必要がある。 

◆椎の木屋敷跡などの史跡の維持管理委託及び高木剪定等
を実施し、良好な状態に保つことができている。 

文化財保存整備事業  ・文化財の複製製作及び修復  



刈谷市施策評価シート(②小施策推進状況)

―

●目標指標

現状

分析

〔1〕 △ 活動 回

〔2〕 ○ 成果 ％

〔3〕 ○ 成果 人

〔4〕 ○ 成果 ％

【注】　◎…上昇傾向、○…横ばい、△…下降傾向

●他市町村との比較検証

備　考 出典「あいち観光ボランティアガイドの会ホームページ」

成　果

現状分析と課題

―

9 1 6 2 2 2

比較項目 ボランティアガイドの設定コース数 単位 コース

刈谷市 碧南市 安城市 西尾市 知立市 高浜市

郷土資料館入館者数 15,716 12,289 11,910 12,000

刈谷市に誇りや愛着を感じていると思う市民の割合
76.2

(24年)
― 75.8 80

刈谷偉人伝　刈谷のＰＲのため、ＤＶＤを会議等の場での活用・広報した回数 25 28 11 10

名称 単位
実績値 目標値

25年 26年 27年 32年

20,836 8.3%

決算／基本施策内での割合 20,112 7.7% 13,228 7.8% ―

予算／基本施策内での割合 30,200 9.5% 14,151 4.8%

事業費　（千円）／（％） 26年度 27年度 28年度

施策の内容（小施策） 26４ 歴史の啓発
担当課 文化観光課

関係課

刈谷の歴史に興味をもっている市民の割合
37.8

(24年)
― 37.9 46.0

事務事業の実施 小施策項目の推進 実績 

講座や体験教室の開設、市民が歴史
や文化財に身近にふれることができ
る機会や場の提供 

市民が歴史・文化財事業に積極的に
参加できる環境の整備 

市民の郷土への理解と愛着心の高揚 

現状分析 課題の整理 

刈谷の魅力発信事業  

一般事務費事業（郷土資料館）  

史跡めぐり開催事業 

郷土の歴史文化の啓発活動の積極的
な推進 

刈谷偉人伝作成事業 ・第6作目『徳川家康の生母・於大』の
頒布および増版 

・偉人小伝『松平定政』『大中肇』の作
成 

・『豊田佐吉と喜一郎』の紙芝居の作成 

◆刈谷偉人伝DVD及び紙芝居が幼稚園・保育園、小学
校・中学校の授業等で活用されており、刈谷の歴史に興
味を持つきっかけづくりができている。 

○市民に郷土の歴史に誇りをもってもら
うため、より効果的に刈谷の魅力的な歴
史文化を啓発する手法を検討する必要が
ある。 

◆史跡めぐりのアンケートで、初参加者と5回以上参加の
リピーターがそれぞれ3割程度になっており、市民が刈谷
の歴史を学ぶきっかけとすることができているほか、興味
を抱いている層も満足できる内容となっている。 

・史跡めぐりの開催（年3回、232
人） 

・一般からの「歴史の小径」散策ガイ
ド依頼に対するボランティア派遣実施 

・月3回イベント実施 

・はた織り体験の土日祝日の常時実施 

・はた織り体験講座、親子はた織り教
室実施 

・市内小学３年生の体験学習の実施 

・刈谷城築城盛上げ隊出演回数 39回 

・歴史ガイドブックの作製 

・ＰＲ用物品の作製、活用 

・ＰＲブースの出展（ブース出展回数 
7回） 

・東吉野村民の刈谷市史跡めぐりの開
催（参加者数 34人） 

・偉人伝再生機の設置（4箇所） 

・水野家ゆかりのまち交流 

（福山市、新宮市、結城市、岡崎市 各
１回） 



刈谷市施策評価シート(③基本施策の現状分析と課題と今後の方向性)

今後の方向性

現状分析と課題

課題の整理 現状分析 

◆市内で最も古い亀城公園を桜の名所としての再整備を
行った結果、桜まつりの来園者数が増加している。 

◆保存管理計画に基づき保護活動を推進したカキツバタ開
花期には、以前に比べ開花エリアに広がりが出て、花の数
も増えてきたと来場者より評価を得ている。 

◆魅力ある施設を目指していくため文化庁へヒアリングを
行ったほか、歴史博物館建設委員会において有識者・関係
団体へのヒアリングを適宜実施し、設計に生かしている。 

刈谷城址 

の整備 

歴史博物館 

の整備 

文化財の 

保護・伝承 

歴史の啓発 

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

◆・・ 

○刈谷の歴史・文化などに対する市民
の認知度をさらに向上させていく必要
である。 
 

○歴史博物館については機能性・コス
トに配慮しつつ、魅力ある施設を目指
して展覧会・イベントなど開館後の事
業について企画検討を行う。 
 

○国指定天然記念物である小堤西池カ
キツバタ群落について、保存対策調査
委員会及び小堤西池のカキツバタを守
る会との連携をより一層強化して保護
活動にあたる必要がある。 
 

○史跡めぐりにかかるガイドボラン
ティアの高齢化などから、若年層など
新たな会員を増やしていく必要がある。 

 

刈谷城址 

の整備 

歴史博物館 

の整備 

文化財の 

保護・伝承 

歴史の啓発 

◆刈谷城復元のPRと歴史への興味関心の喚起 

◆施設整備の推進と郷土資料館との連携 

◆既存の文化財保護・活動や後継者育成に関する支援 

◆歴史文化の啓発を継続 

◆史跡めぐりのアンケートで、初参加者と5回以上参加の
リピーターがそれぞれ3割程度になっており、市民が刈谷
の歴史を学ぶきっかけとすることができているのみならず、
興味を抱いている層にも満足できる内容となっている。 



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)

無 縮小 維持 拡充

担当課 Ⅴ Ⅱ Ⅰ

公園 文観 Ⅵ Ⅲ

文観 Ⅶ Ⅳ

文観 Ⅷ

文観 Ⅸ

Ⅹ

●構成する主な事務事業

必
要
性

効
率
性

妥
当
性

貢
献
度

予算

決算

予算

決算

予算

決算

予算

決算

備
考

必
要
性

効
率
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26１ 刈谷城址の整備

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

1 刈谷の魅力発信事業（※）
31,146 26,451 14,219

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ2 亀城公園再整備事業

文化観光課
14,857 23,161 ―

165,901 44,255 68,670
高
い

普
通

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ

164,877 44,190 －

普
通

公園緑地課

4

3

予算対応
の考え方

担当課
2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

※26、27年度は企画政策課、広報広聴課、商工課、文化振興課の事業費の合算。
　28年度は企画政策課、広報広聴課、財務課、文化観光課の事業費の合算。

26２ 歴史博物館の整備

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）

普
通

高
い

高
い

拡充 Ⅰ1 歴史博物館建設事業
61,526 163,346 100,660

高
い

32,027 59,507 －

2

3

4

施策の内容(小施策)

歴史・文化財

関係課

26２

基本施策 26 

26１

26３

26４

刈谷城址の整備

歴史博物館の整備

文化財の保護・伝承・活用

歴史の啓発

文化観光課

担当課

今
後
の
方
向
性

終期設定

休止・廃止

凡例
予算対応の考え方

現状維持

改善・効率化

拡充

縮小



刈谷市施策評価シート(④構成する主な事務事業)
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事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

普
通

高
い

普
通

現状維持 Ⅲ1 文化財保存管理事業
7,110 7,181 6,568

高
い

5,505 5,049 －

普
通

高
い

普
通

改善・効率化 Ⅳ2 国指定文化財保護増殖事業
6,946 6,989 6,614

高
い

6,825 6,527 －

3

26４ 歴史の啓発

4

事
業
No

事務事業名

事業費（単位：千円） 事務事業評価（27年度決算）
予算対応
の考え方2６年度 2７年度 2８年度

今後の
方向性

普
通

高
い

高
い

現状維持 Ⅲ1 刈谷の魅力発信事業（※）
13,805 13,939 5,684

普
通

8,606 13,573 －

普
通

普
通

普
通

現状維持 Ⅲ2 史跡めぐり開催事業
182 182 182

高
い

182 182 －

現状維持
終期設定

Ⅸ3 刈谷偉人伝作成事業
12,627 4,867 10,787

普
通

7,760 4,333 －

普
通

普
通

高
い

文化観光課

文化観光課

文化観光課

担当課

文化観光課

文化観光課

※26、27年度は文化振興課と商工課の事業費の合算。

4

担当課

26３ 文化財の保護・伝承・活用


